
平成２９年度 第２回沖縄県公共工事入札契約適正化委員会 議事概要

開催日及び場所 平成２９年１０月２５日 県庁１１階第１・２会議室

島袋秀勝 川﨑和治 古莊みわ 上原道子

出席者氏名

大城恵美 榎本拓也 友利清和

審議対象期間 平成２９年４月１日 ～ 平成２９年７月３１日

再苦情処理件数 件 数 ０件

入札審議内容 建設工事 建設工事に係る測量、調査、設計及び工事監理業務

及び件数 総件数 １７８件 総件数 ２１５件

①一般競争入札 ６９件 ３５件

②総合評価 ４６件 ２０件

③指名競争入札 ５５件 １４３件

④随意契約 ８件 １７件

意見・質問 回 答

委員からの意見・ 別紙のとおり 別紙のとおり

質問、それに対す (総質問件数 ９件）

る回答

委員会による意見 な し

の具申の内容

その他の意見 特になし



別紙
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意 見・質 問 回 答

Ｑ１ Ａ１

指名停止について、落 年間数回は発生している。

札決定後の辞退とあるが、 契約解除した工事については再度、発注している。

どの程度の頻度でこのよ

うなことが発生するのか。

事後の対処はどうなっ

ているか。

Ｑ２ Ａ２

「中城湾港(新港地区)ヒ 入札参加者へは、指名通知の際に配布する現場説明

ルギダマシ駆除工事(H29- 書等の中で条件を明示し説明している。

1)｣について、ヒルギダマ 絶滅危惧種であるトカゲハゼの生息域保全が最優先

シ(外来種)の駆除となっ である。

ているが、入札参加者へ 中城湾港はトカゲハゼの生息域で、環境学習が行わ

の説明等はどのように行 れている箇所であることから、ボランティア団体等に

っているのか。 よりヒルギが植林されている。その中に、ヒルギダマ

トカゲハゼの保全が優 シが混じって植林され、増殖した箇所である。

先なのか外来種の駆除が

優先なのか。

トカゲハゼは県内の湿

地帯にいると思われるが、

なぜ、中城湾港だけなの

か。

Ｑ３ Ａ３

「北中城高校テニスコー 本案件は予定価格超過が１者、最低制限価格未満が

トフェンス設置工事」に １者となった案件であるが、積算は適正に行われたも

ついて、最低制限価格未 のと考える。

満で失格となった応札者 また、応札者へのヒアリングはしないが、最低制限

へのヒアリングはあるの 価格未満での応札が多数であった場合は、部内におい

か。次回、同様工事発注 て適正な積算であったかの検証は必要。

の際の積算の参考になる

のではないか。



Ｑ４ Ａ４

「北中城高校テニスコー 入札参加資格格付名簿に、業者ごとに年間平均完成

トフェンス設置工事」に 工事高が標記されており、年間平均完成工事高が案件

ついて、指名理由に年間 の予定価格以下であると品質が確保されないおそれが

平均完成工事高を考慮す あったことから、品質を確保する上で予定価格以上の

るとあるが、具体的な考 年間平均完成工事高がある業者を選定している。

慮基準等はあるのか。

また、それがどのよう

な形で結果に反映されて

いるのか。

Ｑ５ Ａ５

離島工事に関連して、 実情として、離島地域では不調が多い。

入札参加者が少ない背景 関係法令で技術者等の配置要件が定められており、

事情は何か。対応策はあ 業者は発注計画等をみて応札案件を選んでいるのでは

るのか。 ないかと思われる。

今後の対応策として、地元の業界団体と意見交換し

ながら、技術者の育成等に取り組んでいくいく。

Ｑ６ Ａ６

「Ｈ２９小浜航路(-3.0m) 環境保全という重要な基盤の上で、航路管理者とし

浚渫工事」、「Ｈ２９小浜 て、海上交通の安全確保というのが当然である。

航路(-3.0m)浚渫工事(２ 同時期に珊瑚移植等の作業、浚渫時の濁り等モニタ

工区)」について、「浚渫」 リング業務を行い環境保全も図っている。

という自然を変更する工

事であるが、環境に配慮

された積算なのか。

環境は別問題として、

環境に対しては別途工事

を発注させるのか。

Ｑ７ Ａ７

不調不落対策で指名業 入札が不調となると工事の工程が遅れる等のリスク

者を増やすという対策を を抱えるような工事については、指名基準に示されて

取る判断はどのように行 いる指名業者数以上の指名を行っており、これまでの

っているのか。 経験、工事の工程等を考慮しながら判断している。



Ｑ８ Ａ８

辞退しないことで、次 例えば、総合評価方式発注の中で政策的加点の検討

回発注の際に有利な条件 は行ったが、本来の目的である「品質確保」に結びつ

を与えるなど、業者への かない加点を行うということは、発注機関として説明

メリットがあることで、 が難しいところである。

辞退が減らせないか。

Ｑ９ Ａ９

不調不落対策で指名業 本案件は規模の小さい工事であったことから、対象

者数を増やしたというこ となる応札予定者が確実に公告をみてくれるか不安が

とであるが、一般競争入 あったので、指名の案内をかける指名競争入札が確実

札での検討はしたのか。 に周知が図られ、かつ、指名業者数を増やして入札を

行った。

事 務 局 報 告

１ １

指名競争入札について 地方公共団体の契約は一般競争入札によって多くの

企業の受注機会が図れるものの、企業能力の高い一定

数の企業のみが受注するだけではなく、地元企業の育

成を図ること等を目的として、また技術と経営に優れ

た中小企業が適正な価格で受注できるよう受注機会の

均等化も配慮、考慮し指名競争入札も採用している。

指名競争入札は地方自治法施行令の限定規定である

ことから、このような地元育成を図ることを目的とす

る場合は、施行令第167条第1項第1号に該当するもの

として整理している。

２ ２

随意契約の際の見積り 見積り依頼を行う際は、競争入札同様、仕様書、金

回数について 抜き設計書等を含めて、できる限り多くの情報を提供

し、見積期間についても、一定の期間を設けて見積り

合わせを行っている。

一般競争入札は不特定多数の者が参加でき競争性が

確保されるが、随意契約は、少数あるいは特定の者の

みの参加となるため競争性が確保されないことから、

発注者と受注者合意の上で、経済性を求めて見積り回

数に制限を設けず見積合わせを行っている。


